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研究課題研究課題

Kogut and Zander(1993)Kogut and Zander(1993)

多国籍企業はなぜ形成されるのか多国籍企業はなぜ形成されるのか

知識移転を容易にする社会的共同体（知識移転を容易にする社会的共同体（social social 
community)community)としての組織の特性のためであるとしての組織の特性のためである
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知識の暗黙性が高いほど、市場ではなく組織内部で移知識の暗黙性が高いほど、市場ではなく組織内部で移
転されることを実証転されることを実証

グローバルな知識移転を容易にしている組織に特徴グローバルな知識移転を容易にしている組織に特徴
的なメカニズムとは何であるのか的なメカニズムとは何であるのか

知識移転の障害要因知識移転の障害要因

１）知識要因１）知識要因

コード化可能性、教育可能性、複雑性コード化可能性、教育可能性、複雑性

因果関係曖昧性、システム依存性、因果関係曖昧性、システム依存性、

ネットワーク･ベース知識、クラスター・ベース知識ネットワーク･ベース知識、クラスター・ベース知識
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２）その他の要因２）その他の要因

送り手側の要因、受入側の吸収能力の欠如送り手側の要因、受入側の吸収能力の欠如

送り手側と受入側の関係性送り手側と受入側の関係性

認知的要因、政治的要因、制度的要因認知的要因、政治的要因、制度的要因

知識の分類知識の分類

・マニュアル型知識・マニュアル型知識

すでに組織の特定の部門で利用され、マすでに組織の特定の部門で利用され、マ

ニュアル化が進められている知識（標準作業）ニュアル化が進められている知識（標準作業）

→→暗黙性のレベル低い暗黙性のレベル低い
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→→暗黙性のレベル低い暗黙性のレベル低い

・非マニュアル型知識・非マニュアル型知識

マニュアルで対処できない問題に取り組む中で生マニュアルで対処できない問題に取り組む中で生

み出される創出型の知識み出される創出型の知識

→→暗黙性のレベル高い暗黙性のレベル高い



マニュアル型知識と非マニュアル型知識マニュアル型知識と非マニュアル型知識

知識移転知識移転

受入側の能力を向上させるプロセス受入側の能力を向上させるプロセス
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知識移転によって受入側ができるようになる「何か」知識移転によって受入側ができるようになる「何か」

①標準作業をそのまま実行できるようになること①標準作業をそのまま実行できるようになること

②例外事項（変化や問題）にいかに対応したらよいのか②例外事項（変化や問題）にいかに対応したらよいのか
を自らの力で発見することを自らの力で発見すること

例外事項に対処する中で発見される解決方法例外事項に対処する中で発見される解決方法

現地で生み出される新たな知識として扱う必要がある現地で生み出される新たな知識として扱う必要がある

非マニュアル型知識非マニュアル型知識
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知識移転知識移転

すでに本国にある知識が単に移転されるプロセスとしてすでに本国にある知識が単に移転されるプロセスとして
だけではなく、新たな知識が現地で発見されるプロセスだけではなく、新たな知識が現地で発見されるプロセス
として理解することが必要として理解することが必要

二つのタイプの知識の移転二つのタイプの知識の移転

マニュアル型知識の移転マニュアル型知識の移転

標準化された知識を、受入側がそのまま実行できるよう標準化された知識を、受入側がそのまま実行できるよう
になる状態になる状態
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非マニュアル型知識の移転非マニュアル型知識の移転

例外事項に対処する中で、新たな解決策（知識）が現地例外事項に対処する中で、新たな解決策（知識）が現地
で生み出され、それによって満足できる成果が達成さで生み出され、それによって満足できる成果が達成さ
れる状態れる状態

非マニュアル型知識の移転の困難性非マニュアル型知識の移転の困難性

①知識特性・・・あらかじめ明示化することが困難①知識特性・・・あらかじめ明示化することが困難

②その他の要因・・・必要とされる受入側の能力②その他の要因・・・必要とされる受入側の能力

・マニュアル型知識・マニュアル型知識
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・マニュアル型知識・マニュアル型知識

教えられたことをそのまま実行する能力教えられたことをそのまま実行する能力

・非マニュアル型知識・非マニュアル型知識

例外事項に対処する中で、新たな解決策例外事項に対処する中で、新たな解決策

（知識）を発見する能力（知識）を発見する能力



知識移転知識移転

これらの移転の障害要因の克服が必要これらの移転の障害要因の克服が必要

組織は、いかに移転の障害を克服しているのか組織は、いかに移転の障害を克服しているのか
の調査の調査

99

の調査の調査

知識移転を容易にしている組織のメカニズムを特知識移転を容易にしている組織のメカニズムを特
定することができる定することができる

調査における視点①調査における視点①

移転の障害を克服する組織のメカニズム移転の障害を克服する組織のメカニズム

社会化（社会化（socialization)socialization)に注目に注目
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組織におけるコンテクスト（組織におけるコンテクスト（organizational organizational 

context)context)を形成することで、個人の行動をコントを形成することで、個人の行動をコント
ロールするメカニズムロールするメカニズム

組織コンテクスト組織コンテクスト

①共有された価値観、行動規範①共有された価値観、行動規範

価値観・・・何が重要で大切であるのかに関して各人価値観・・・何が重要で大切であるのかに関して各人

がもつ認識がもつ認識

行動規範・・・さまざまな状況で、いかに行動すべきか行動規範・・・さまざまな状況で、いかに行動すべきか

について各人がもつ目に見えない規則について各人がもつ目に見えない規則

→→価値認識の共有の次元価値認識の共有の次元
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→→価値認識の共有の次元価値認識の共有の次元

②信頼関係・・・信頼・相互性・尊敬などによって特徴づ②信頼関係・・・信頼・相互性・尊敬などによって特徴づ

けられる関係性けられる関係性

→→関係性の質の次元関係性の質の次元

この二つの次元は、移転の障害（知識の暗黙性＋受入側の能この二つの次元は、移転の障害（知識の暗黙性＋受入側の能
力）の克服に有効性をもちえるか？力）の克服に有効性をもちえるか？

調査における視点②調査における視点②

組織は、どのような方法で、現地で価値認識を共有させ、組織は、どのような方法で、現地で価値認識を共有させ、
信頼関係を築いているのか？信頼関係を築いているのか？

受入側の能力を向上させる学習プロセスに注目受入側の能力を向上させる学習プロセスに注目
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受入側の能力を向上させる学習プロセスに注目受入側の能力を向上させる学習プロセスに注目

（何らかの具体的な方法がとられなければならない）（何らかの具体的な方法がとられなければならない）

この学習プロセスのあり方が、共有された価値認識や信この学習プロセスのあり方が、共有された価値認識や信
頼関係の形成に影響を与えているか？頼関係の形成に影響を与えているか？



タイ日系現地法人の事例分析タイ日系現地法人の事例分析

調査対象：タイ日系現地法人１１社調査対象：タイ日系現地法人１１社
二輪車メーカー二輪車メーカー11社社 （設立（設立19641964年）年）
自動車部品メーカー５社自動車部品メーカー５社 （設立（設立19861986年年11社、社、19871987年年22社、社、19951995年年11社、社、

20022002年年11社）社）
建設機械メーカー建設機械メーカー11社社 （設立（設立19951995年）年）
電子部品メーカー電子部品メーカー11社社 （設立（設立19881988年）年）
化学メーカー化学メーカー11社社 （設立（設立19901990年）年）
非鉄金属メーカー非鉄金属メーカー11社社 （設立（設立19711971年）年）
合成繊維メーカー合成繊維メーカー11社社 （設立（設立19671967年）年）
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合成繊維メーカー合成繊維メーカー11社社 （設立（設立19671967年）年）

調査目的：製造プロセスの現地法人への移転の事例をつうじて、知識移転における社調査目的：製造プロセスの現地法人への移転の事例をつうじて、知識移転における社
会化の役割を検証会化の役割を検証

調査形式：現地法人社長、製造部門マネジャー・技術者調査形式：現地法人社長、製造部門マネジャー・技術者
（日本人、タイ人）に対するヒアリング（自由面接法）（日本人、タイ人）に対するヒアリング（自由面接法）

調査時期：調査時期：20042004年年88月、月、20062006年年88月月

調査項目調査項目

・製造プロセスの構成・製造プロセスの構成

・知識移転の障害要因・知識移転の障害要因

・受入側の能力育成のための学習プロセス・受入側の能力育成のための学習プロセス
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・学習プロセスが、価値認識・関係性の質に与える・学習プロセスが、価値認識・関係性の質に与える
影響影響

・価値認識や関係性の質が知識移転に与える影・価値認識や関係性の質が知識移転に与える影
響響

・技術移転の達成度・評価・技術移転の達成度・評価

Ａ社概要Ａ社概要

・設立・設立 19641964年年

・事業内容・事業内容 二輪車製造・販売二輪車製造・販売

・進出形態・進出形態 合弁（日本側がマジョリティー）合弁（日本側がマジョリティー）
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・従業員数・従業員数 約約2,5002,500名名

・日本人駐在員・日本人駐在員 約約3030名名

・売上高・売上高 8888億バーツ億バーツ

Ａ社製造プロセスと移転Ａ社製造プロセスと移転

機械加工（旋盤、穿孔、中ぐり等）、熱処理、機械加工（旋盤、穿孔、中ぐり等）、熱処理、

プレス、溶接、塗装、メッキ加工、組立プレス、溶接、塗装、メッキ加工、組立

製造プロセスの基本設計（標準作業）製造プロセスの基本設計（標準作業）

＝日本のマザー工場で作成される＝日本のマザー工場で作成される
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知識移転の最初のステップ知識移転の最初のステップ

＝基本設計をタイ人オペレーターが習得すること＝基本設計をタイ人オペレーターが習得すること

デモンストレーションを行った上での反復練習デモンストレーションを行った上での反復練習

日本の工場でのＯＪＴ形式の訓練（約３ヵ月）日本の工場でのＯＪＴ形式の訓練（約３ヵ月）

作業スピード、品質、ラインの決め事の習得作業スピード、品質、ラインの決め事の習得



知識移転の障害知識移転の障害

・標準作業をモディファイする技術・標準作業をモディファイする技術
＝機械加工のバリエーション展開技術（機械・治具の調＝機械加工のバリエーション展開技術（機械・治具の調
整など）整など）

・トラブルが生じた場合の問題解決に関する技術・トラブルが生じた場合の問題解決に関する技術
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マニュアル化困難マニュアル化困難
問題の多様性問題の多様性

受入側の吸収能力（経験不足）受入側の吸収能力（経験不足）

知識移転の障害知識移転の障害

能力育成のための学習プロセス能力育成のための学習プロセス

異常への対応をベースとする問題解決をつうじた学習異常への対応をベースとする問題解決をつうじた学習
・問題の多様性・問題の多様性→→多くの経験の必要性多くの経験の必要性
・意識や取り組み姿勢の相違・意識や取り組み姿勢の相違

ある程度、自由にやらせてみるある程度、自由にやらせてみる
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ある程度、自由にやらせてみるある程度、自由にやらせてみる

納期などの制約のため十分な時間が取れないケース納期などの制約のため十分な時間が取れないケース

まず日本人技術者が指示し、問題を解決した後に説明をまず日本人技術者が指示し、問題を解決した後に説明を
行う行う
（オペレーターの能力によって異なる対応）（オペレーターの能力によって異なる対応）

問題解決をつうじた学習プロセスの効果①問題解決をつうじた学習プロセスの効果①

価値観（自ら考え、問題解決を探求しなければならない価値観（自ら考え、問題解決を探求しなければならない
という意識・自ら探求することを面白いと感じる意識）という意識・自ら探求することを面白いと感じる意識）
が共有されるが共有される

→→自主的な取り組み自主的な取り組み
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＝エンジニアには不可欠＝エンジニアには不可欠

問題に対処しながら身につけていく部分＋資質問題に対処しながら身につけていく部分＋資質

但し、こうした意識をもつローカルの数は少ない但し、こうした意識をもつローカルの数は少ない

問題解決をつうじた学習プロセスの効果②問題解決をつうじた学習プロセスの効果②

信頼関係形成信頼関係形成

日本人技術者が高い技術力をもつことが前提日本人技術者が高い技術力をもつことが前提

・無理な要求の受け入れ・無理な要求の受け入れ
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・無理な要求の受け入れ・無理な要求の受け入れ

・信頼する日本人からの指示、アドバイスは受入・信頼する日本人からの指示、アドバイスは受入
れるれる

技術習得の促進技術習得の促進



技術移転の評価技術移転の評価

日常作業の技術レベルや日常作業の技術レベルやQCDQCD

満足できる段階にある満足できる段階にある

バリエーション展開能力、問題解決能力バリエーション展開能力、問題解決能力
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バリエーション展開能力、問題解決能力バリエーション展開能力、問題解決能力

満足できる段階に達していない満足できる段階に達していない

日本人エンジニアのアドバイスやサポートが必要日本人エンジニアのアドバイスやサポートが必要

Ｂ社概要Ｂ社概要

・設立・設立 19871987年年

・事業内容・事業内容 自動車部品用金型、プレス部品の製自動車部品用金型、プレス部品の製
造・販売造・販売
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・進出形態・進出形態 合弁（日本側マジョリティー）合弁（日本側マジョリティー）

・従業員数・従業員数 約約650650名名

・日本人駐在員・日本人駐在員 1111名名

・売上高・売上高 3333億バーツ億バーツ

Ｂ社製造プロセスと移転Ｂ社製造プロセスと移転

金型設計、金型設計、CADCAD・・CAMCAMによる加工データ化、図面作成、による加工データ化、図面作成、
金型製作、機械加工、仕上げ、試作、プレス、組み立て金型製作、機械加工、仕上げ、試作、プレス、組み立て

日本の工場の製造プロセスをそのまま移転日本の工場の製造プロセスをそのまま移転
（現地での修正なし）（現地での修正なし）
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（現地での修正なし）（現地での修正なし）

製造プロセスの標準作業製造プロセスの標準作業

日本の工場での実務経験による訓練などをつうじて習日本の工場での実務経験による訓練などをつうじて習
得（得（66ヶ月ないしヶ月ないし11年）年）

知識移転の障害知識移転の障害

仕上げ技術仕上げ技術

設計に基づいて金型を製作しても、設計段階では予期できない設計に基づいて金型を製作しても、設計段階では予期できない

割れやひずみが生ずる割れやひずみが生ずる

割れやひずみをなくす仕上げ技術は、自ら経験する中でしか習割れやひずみをなくす仕上げ技術は、自ら経験する中でしか習
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割れやひずみをなくす仕上げ技術は、自ら経験する中でしか習割れやひずみをなくす仕上げ技術は、自ら経験する中でしか習

得できない（巧みの技術、得できない（巧みの技術、2020～～3030年のキャリアが必要）年のキャリアが必要）

受入側の吸収能力（経験不足）受入側の吸収能力（経験不足）

知識移転の障害知識移転の障害



能力育成のための学習プロセス能力育成のための学習プロセス

金型の完成後、試作を行う段階で、日本人とタイ金型の完成後、試作を行う段階で、日本人とタイ
人が合同で報告会を行う人が合同で報告会を行う
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問題が生じた場合には、ここで原因究明と分析問題が生じた場合には、ここで原因究明と分析

日本人技術者が黒板を用いて問題点を指摘し、日本人技術者が黒板を用いて問題点を指摘し、
最後にタイ人にレポートを作成させる（徹底して最後にタイ人にレポートを作成させる（徹底して
行う、スピードアップの必要性）行う、スピードアップの必要性）

問題解決をつうじた学習プロセスの効果①問題解決をつうじた学習プロセスの効果①

昔の職人の時代昔の職人の時代

問題解決のための技術を盗ませる問題解決のための技術を盗ませる

技術屋の魂（価値観・行動規範）が育成される技術屋の魂（価値観・行動規範）が育成される

2626

ここでは、ローカルをいかに早くスキルアップさせるのかここでは、ローカルをいかに早くスキルアップさせるのか
が課題が課題

教えられるところはすべて教えて、繰り返し反復させるこ教えられるところはすべて教えて、繰り返し反復させるこ
とが重要とが重要

問題解決をつうじた学習プロセスの効果②問題解決をつうじた学習プロセスの効果②

技術を伝える中での、教える・教えられるという関係性技術を伝える中での、教える・教えられるという関係性

信頼関係形成信頼関係形成

2727

問題を丁寧に教えるという点での、日本人技術者に対す問題を丁寧に教えるという点での、日本人技術者に対す
る評価は高いる評価は高い

信頼関係は、ともに厳しい課題に取り組むことを可能と信頼関係は、ともに厳しい課題に取り組むことを可能と
するする

技術移転の評価技術移転の評価

製品の品質製品の品質

日本と変わらない（顧客のニーズは、日本の品質）日本と変わらない（顧客のニーズは、日本の品質）

2828

金型の仕上げ技術金型の仕上げ技術

日本人エンジニアが対応しても難しい部分であり、日本人エンジニアが対応しても難しい部分であり、

ローカルのみで行っていくことは難しいローカルのみで行っていくことは難しい



II社概要社概要

・設立・設立 19951995年年

・事業内容・事業内容 自動車・モーターサイクル用スピー自動車・モーターサイクル用スピー

ドメーターの製造・販売ドメーターの製造・販売

2929

ドメーターの製造・販売ドメーターの製造・販売

・進出形態・進出形態 合弁（日本側マジョリティー）合弁（日本側マジョリティー）

・従業員数・従業員数 10531053名名

・日本人駐在員数・日本人駐在員数 1010名名

・売上高・売上高 約約5050億バーツ億バーツ

II社製造プロセス社製造プロセス

メーター用基盤作成、組み立て、調整、検査メーター用基盤作成、組み立て、調整、検査

日本の工場の標準作業に基づいてつくられる日本の工場の標準作業に基づいてつくられる

3030

標準作業を行う技術標準作業を行う技術

オペレーターに、現場のラインで、やってみせてからやオペレーターに、現場のラインで、やってみせてからや
らせて覚えさせるらせて覚えさせる

（タイ人のライン・リーダーが行う）（タイ人のライン・リーダーが行う）

移転の障害移転の障害

マネジャーに必要となる問題解決のための技術マネジャーに必要となる問題解決のための技術

・現場で生じる問題を認識・現場で生じる問題を認識

・問題の解析・問題の解析

・対応を考え、改善を行い、それを定着させること・対応を考え、改善を行い、それを定着させること

3131

・対応を考え、改善を行い、それを定着させること・対応を考え、改善を行い、それを定着させること

・過ちを繰り返さないよう、次のステップに生かすこと・過ちを繰り返さないよう、次のステップに生かすこと

こうした能力をマネジャーに習得させることが課題こうした能力をマネジャーに習得させることが課題

能力育成のための学習プロセス能力育成のための学習プロセス

問題解決能力の育成問題解決能力の育成

・現場で起こった問題を、ローカルと共に徹底的に原因追及しなが・現場で起こった問題を、ローカルと共に徹底的に原因追及しなが
ら解決策を考えるら解決策を考える

・ローカルに任せてやらせることが重要・ローカルに任せてやらせることが重要

3232

・ローカルに任せてやらせることが重要・ローカルに任せてやらせることが重要

・最初からローカルだけでやることはできないので、最初は一緒に・最初からローカルだけでやることはできないので、最初は一緒に
なってやっていくなってやっていく

・次にローカルに任せる・次にローカルに任せる

・それでもできないケースが多いので、再度一緒にやっていく・それでもできないケースが多いので、再度一緒にやっていく

・切迫感、危機感をもたせる・切迫感、危機感をもたせる

問題解決プロセスでの学習（問題解決プロセスでの学習（1010年程度は必要）年程度は必要）



問題解決をつうじた学習プロセスの効果①問題解決をつうじた学習プロセスの効果①

・問題を問題と考える価値観（安易に考えない価・問題を問題と考える価値観（安易に考えない価
値観）値観）

・原因追求や改善を徹底的に行うことが重要だと・原因追求や改善を徹底的に行うことが重要だと
する価値観（ものの考え方）が共有する価値観（ものの考え方）が共有

3333

する価値観（ものの考え方）が共有する価値観（ものの考え方）が共有

問題解決能力の習得に不可欠問題解決能力の習得に不可欠

問題解決をつうじた学習プロセスの効果②問題解決をつうじた学習プロセスの効果②

ともに問題に取り組むともに問題に取り組む
問題解決を達成したときの評価問題解決を達成したときの評価

信頼関係形成信頼関係形成

3434

信頼できるローカル・スタッフ信頼できるローカル・スタッフ

・日本人マネジャーの伝えたいことを分かりやすくロー・日本人マネジャーの伝えたいことを分かりやすくロー
カルに伝えるカルに伝える
・ローカルの相談役・ローカルの相談役

技術移転の評価技術移転の評価

製品の質、製造のスピードを含めた標準作業を製品の質、製造のスピードを含めた標準作業を
行う能力行う能力

満足できる水準にある満足できる水準にある

3535

但し、日本の工場と比較すると、日本の方が製但し、日本の工場と比較すると、日本の方が製
造のスピードは速い造のスピードは速い

マネジャーの問題解決能力マネジャーの問題解決能力

満足できるレベルにまで引き上げることが課題満足できるレベルにまで引き上げることが課題

考察考察

海外に移転される知識（製造プロセス）海外に移転される知識（製造プロセス）

標準的部分とそれを超える部分に分けられる標準的部分とそれを超える部分に分けられる

・標準的部分＝標準作業＝マニュアル型知識・標準的部分＝標準作業＝マニュアル型知識

・それを超える部分＝３つに区分・それを超える部分＝３つに区分

3636製造プロセスの各工程前工程 後工程

問題解決
プロセス

標準作業

バリエーション
展開

バリエーション
展開能力

問題解決
能力



標準作業を超える部分標準作業を超える部分

①特殊な製造工程に関する技術①特殊な製造工程に関する技術
→→金型製造における仕上げ技術金型製造における仕上げ技術

②現地向けに標準作業をモディファイする技術②現地向けに標準作業をモディファイする技術
→→機械・治具の調整、現地の反応条件の相違への対応機械・治具の調整、現地の反応条件の相違への対応

③現場の変化・問題に対応する技術③現場の変化・問題に対応する技術
→→問題の認識、解析、改善を考える必要性問題の認識、解析、改善を考える必要性

3737

これらのタイプの技術を移転するためには、現地で問題の解決策これらのタイプの技術を移転するためには、現地で問題の解決策
（知識）を発見することが必要（知識）を発見することが必要

こうした問題解決の過程で生み出される創出型の知識こうした問題解決の過程で生み出される創出型の知識
＝非マニュアル型知識＝非マニュアル型知識

非マニュアル型知識の移転に必要となる受入側の能力非マニュアル型知識の移転に必要となる受入側の能力

移転の障害移転の障害

能力育成のための学習プロセス能力育成のための学習プロセス

問題解決をつうじた学習問題解決をつうじた学習

・問題解決を自分たちの力で行わせること・問題解決を自分たちの力で行わせること

・仕事を任せること・仕事を任せること

・アイデアを提供・アイデアを提供

・ともに考える・ともに考える

自律支援型

3838

・ともに考える・ともに考える

・事後の十分な説明・事後の十分な説明

・送り手の十分な能力・送り手の十分な能力

自由とサポートのバランスをとる学習プロセス自由とサポートのバランスをとる学習プロセス

解決策（知識）を発見する能力育成解決策（知識）を発見する能力育成

学習プロセス

自律支援型学習プロセスの効果自律支援型学習プロセスの効果

価値認識の共有価値認識の共有

・自ら答えを探求する経験の中で、ものづくりに・自ら答えを探求する経験の中で、ものづくりに
関する「ものの考え方」、「技術屋の魂」が培わ関する「ものの考え方」、「技術屋の魂」が培わ

3939

関する「ものの考え方」、「技術屋の魂」が培わ関する「ものの考え方」、「技術屋の魂」が培わ
れるれる

信頼関係の形成信頼関係の形成

・仕事を任されてはじめて信頼されてると感じる・仕事を任されてはじめて信頼されてると感じる

・適切なアドバイスは、信頼性を高める・適切なアドバイスは、信頼性を高める

価値認識の共有の重要性価値認識の共有の重要性

知識の受入側が満足できる解決策（知識）を発見知識の受入側が満足できる解決策（知識）を発見
できるようになるためには、できるようになるためには、

4040

問題への自主的な取り組み問題への自主的な取り組み

＋＋

何が重要であるのか、いかに行動すべきかという何が重要であるのか、いかに行動すべきかという
点についての共有された価値認識点についての共有された価値認識



共有された価値認識の役割共有された価値認識の役割

問題発生 解決策の
発見

問題解決

満足できるもそれは問

原因追求

どこまで

4141

適切かどうか 満足できるも
のか

いかに行動すべきか

価値観

行動規範

それは問
題か

どこまで
すべきか

信頼関係の重要性信頼関係の重要性

・無理な要求の受け入れ・無理な要求の受け入れ

・信頼する日本人からの指示、アドバイスは受入・信頼する日本人からの指示、アドバイスは受入
れるれる

4242

・厳しい課題にともに取り組むことを可能とする・厳しい課題にともに取り組むことを可能とする

信頼関係の役割信頼関係の役割

送り手 受入側

問題解決 問題解決

4343

価値観

行動規範

価値観

行動規範

信頼関係

ギャップ

留意点留意点

・現地における価値認識の共有のレベル、信頼関係の・現地における価値認識の共有のレベル、信頼関係の
レベル、受入側の問題解決能力については、送り手レベル、受入側の問題解決能力については、送り手
が十分に満足できるものとはなっていない。が十分に満足できるものとはなっていない。

4444

・誰に対しても、どのような状況下でも、自律支援型学習・誰に対しても、どのような状況下でも、自律支援型学習
プロセスが実践されているわけではない。プロセスが実践されているわけではない。

・それは、受入側の能力・資質、及び現地の状況（現場・それは、受入側の能力・資質、及び現地の状況（現場
の余裕）を見極めながら実践されている。の余裕）を見極めながら実践されている。



まとめまとめ

・知識はマニュアル型知識と非マニュアル型知識に区分・知識はマニュアル型知識と非マニュアル型知識に区分

・非マニュアル型知識の移転に伴う受入側の能力の問・非マニュアル型知識の移転に伴う受入側の能力の問
題が、移転の障害要因となっている題が、移転の障害要因となっている

・受入側の能力育成は、問題解決をつうじた学習プロセ・受入側の能力育成は、問題解決をつうじた学習プロセ
スの中で行われるスの中で行われる

・この学習プロセスの中で、共有された価値認識、信頼・この学習プロセスの中で、共有された価値認識、信頼

4545

・この学習プロセスの中で、共有された価値認識、信頼・この学習プロセスの中で、共有された価値認識、信頼
関係が形成される関係が形成される

・共有された価値認識、信頼関係（＝社会化）は、非マ・共有された価値認識、信頼関係（＝社会化）は、非マ
ニュアル型知識の移転に重要な役割を果すニュアル型知識の移転に重要な役割を果す

・但し、非マニュアル型知識の移転のレベルは、送り手・但し、非マニュアル型知識の移転のレベルは、送り手
が満足できるレベルには達していない。また、自律支が満足できるレベルには達していない。また、自律支
援型学習プロセスは、受入側の能力・資質、及び現地援型学習プロセスは、受入側の能力・資質、及び現地
の状況を見極めながら実践されている。の状況を見極めながら実践されている。
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